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光法 (フーリエ分光,アダマール分光 )の原理 と特徴｡また,電場変調分光については,





間接遷移,及び vanHoveの特異点についての復習｡ [』最近の topicsとして,ATR




















§2 金属のバンド理論 (静的磁性研究 )
§3 遷移金属磁性体の動的立場での研究
プログラムに示 してあるように石川氏の研究室において行なわれて来た順序に従い,初
歩的な事柄から詳細に確実に理論的概観を与えておいて実際の物質の磁性にはいってい
くというや り方で進まれた｡まず歴史的な見通しから磁性の現在の位置づけをした｡ そ
うして静的なx晦でどこまで金属の磁性が説明できるか話された｡その後一般化帯磁率
I(Q,W) というdynamicalな立場で金属強酸性にアプローチするのが最も有力だとい
うことからx(Q,W)について詳 しく説明がなされた,そ うして最近の大きな進歩であ
るMoriya･Kawabata理論 を紹介された｡最後に石川研でなされた物質の詳細な紹介があ
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